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タイのデジタル地名辞書基盤の構築 
永田 好克（大阪市立大学 大学院創造都市研究科） 

 
地名はさまざまな記述や知識を連結する情報の一つである。そのため、冊子体の地名辞書は古くか

ら編纂されてきた。これらをデジタル化することは古書であった地名辞書の活用価値がよみがえるだ

けでなく、人文社会科学における基盤情報として永続的に寄与できるものである。さらに現在の地名

に関連付ければ、地名履歴データとして時空間情報データベースに発展が可能となる。本稿ではタイ

国東北部を主な対象としたデジタル地名辞書構築への取り組みについて報告する。地名辞書だけでな

く、約 100 年前に発行された地図も地名データ収集の対象とした。位置情報を頼りにした地名履歴の

復元には課題が多いが、一方で現在の地図にある地名表現では判然としない地域社会の多様性を顕在

化するデータセットとなることが期待できる。 
 

Development of a spatio-temporal digital gazetteer of Thailand 
Yoshikatsu Nagata (Graduate School for Creative Cities, Osaka City University) 

 
Place name is an indispensable key to link information among various descriptions and knowledges.  To 

digitize analog old gazetteers is not only to revive their utility value but also to contribute to enrich fundamental 
information for social sciences and humanities.  Furthermore, if place names in old days can be linked to their 
corresponding current names, a digital gazetteer can be expanded to a spatio-temporal gazetteer.  In this article, 
interim status of development of a spatio-temporal digital gazetteer mainly covering Northeast Thailand is 
described.  Major source materials are old gazetteers, and also maps published in almost a century ago are referred 
to collect place names.  There are many difficulties to link place names over time relying on their data on 
geographic coordinate; however, local ethnic diversity which are not clearly shown in place names on present day 
maps may become apparent on such a spatio-temporal digital gazetteer. 

 
 

１．はじめに 
地名はさまざまな記述や知識を連結し、また他

者との共有を円滑にする情報の一つである。その
ため、書物としての地名辞書は古くから編纂され
てきた。近年は、これら冊子体の地名辞書の情報
に経緯度の位置情報を加えたデジタル地名辞書
の構築も取り組みが進められてきている。過去の
地名を収録したデジタル地名辞書は人文社会科
学における基盤情報として今後永続的に貴重な
ものとなるばかりでなく、デジタル化によって古
書であった地名辞書の活用価値がよみがえるも
のである。地名辞書のデジタル化は、まず、その
地名辞書が編纂された時代の地名空間を再現す
ることから始まるものであるが、経緯度を頼りと
して現在の地名に関連付けることができれば、地
名履歴データとして時空間情報データベースに
発展が可能となる。 

一方で、地名辞書のデジタル化において、もと
もと経緯度が記載されていないものに経緯度の
値を付加することは容易ではない。特に、過去の
地名で現在の地名とは異なる場合には、該当する
現在の地名との関連を知る手がかりが別途必要
となる。手がかりとして有用な資料のひとつは同
時代に発行された地図である。もうひとつは、地
名の履歴や別名が記された資料である。いずれに

せよ経緯度の値を付加しながらのデジタル化は、
地道な照合作業が必須であり、明治期に発刊され
た日本の地名辞書をデジタル化した桶谷の長年
にわたる取り組みと成果[1]はその儀範である。 

本稿ではタイとくにタイ国東北部を対象にし
たデジタル地名辞書構築への取り組みについて
の報告を行う。タイ国東北部を対象としているの
は、筆者が長年研究対象の地とする中で必然的に
地名に接してきたからである。タイに関連する地
名辞書やタイで発行された地形図だけでなく、外
邦図などの戦前期の地図に多数接するなかで、地
名の変遷や表記のゆれ、場合によっては誤記と思
われる別名まで記録されていることに注目した。
これらを統合的にデータベース化することは、今
後さまざまな資史料に記述された地名を読み解
くにあたっての長寿命で発展的な基礎資料とな
ることが期待できる。 

また、村落レベルの地名において現在と過去の
名称が異なるものの中には、過去の地名において
タイ語とは異なる言語を起源とする名称が散見
されることから、現在の地図に見える地名の由来
を含めた地域の民族多様性を顕在化できる可能
性がある。 
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２．地名辞書と地図 
本稿での報告に活用したタイに関する冊子体

の地名辞書は、以下である。 
(a) 大南洋地名辞典 [2] 
(b) Gazetteer to Maps of Thailand [3] 
(c) Thailand: Official Standard Names Gazetteer 

No.97 [4] 
このうち(a)(b)は第二次世界大戦期に刊行され

たものであり、また(c)はベトナム戦争期の刊行で
あることから、いずれも平穏な時代に編纂された
ものではないものの、当時の緊迫した時勢下にお
ける戦略的かつ網羅的な記録である。さらに、学
術的視点で編纂された大日本地名辞書と異なり、
地理情報重視の(a)(b)(c)には精度の精粗はあるも
のの、経緯度が記されている。 

(a)は単に地名と経緯度だけでなく、周辺地名と
の関係や地理上の位置づけなどの記述を含み、掲
載項目として選定された背景が垣間見えるもの
である。地名はローマ字表記を見出しとして一部
にカタカナが併記されている。地名に関する記述
がある分、掲載数はそれほど多くなく 3,047 地名
にとどまる。 

(b)は(a)と同時期に米国で刊行されたものであ
り、ローマ字表記の地名と経緯度の一覧である。
(a)とは異なり地名に関する記述は一切ないが、地
名ごとに典拠の地図が判別できるようになって
いる。前書きによればタイ国地図局発行の 20 万
分の 1 図を主要な典拠地図としている。約 84,000
地名が記載されているが、別称の記載を除くと約
66,000 地名となる。 

(c)も米国で 1966 年に刊行されたものであり、
ローマ字表記の地名と経緯度の一覧である。後述
の(e)である 5 万分の 1 図を主要な典拠地図とし
てはいるものの、地名の選択にあたっては 20 万
分の 1 図に拠ると前書きに記載されており、掲載
地点数は(b)よりも少ない。約 45,000 地名が記載
されているが、別称の記載が多いため、これを除
くと約 24,000 地点の記載である。 

これらの網羅的な地名辞書のほかに用いたの
が以下の地図である。 

(d) 外邦図 
(e) L708 シリーズ地形図 
(f) L7017 シリーズ地形図 
(d)は旧日本陸軍参謀本部陸地測量部が発行し

た日本の領土以外の地図の総称である。タイに関
する外邦図のうち、広範囲に村落レベルの地名を
収集できるものには、インド測量局が発行した地
図に基づき 25 万分の 1 に複製したものとタイ国
地理局が発行した 20 万分の 1 図を複製したもの
がある。前者は原図の地名がローマ字表記である
ため図画外の凡例表記を日本語化したにとどま
る。後者は原図の地名表記がタイ語であるため、
すべての地名をカタカナ表記にしたものであり、
1920 年前後に発行された原図をもとに 1940 年か
ら 1941 年にかけて複製印刷されたものである。

本稿では後者のうち、タイ全土の約 3 分の 1 の面
積を占めるタイ国東北部を対象とする図葉を用
いた。外邦図として発行された図と原図の描写内
容、すなわち等高線、道路、河川、村落、三角点
などが同一であることは、タイ国地理局発行の原
図の写しとの対照により確認済みである。 

(e)は第二次世界大戦後に AMS(U.S. Army Map 
Service)がタイ国地図局とともに作成した 5 万分
の 1 地形図で、1950 年代から 1960 年代にかけて
発行された。版によって AMS 作成とするものと
タイ国地図局作成とするものが混在する。地名は
タイ語とローマ字の併記である。(d)およびその原
図では、タイ国東北部のほとんどの地域で記載位
置に大小の齟齬がみられたが、(e)では大幅に位置
精度が改善された。測地座標系は Indian Datum と
凡例に示されている。 

(f)はタイ国地図局作成で 1980 年代に発行され
た(e)の更新版である。凡例には測地座標系を
Indian Datum と示しているが、厳密には(e)と同じ
ではない。しかしながら、5 万分の 1 という縮尺
であるため、実用上は同一であるとして差し支え
ない。 

３．デジタルデータ化 
タイのデジタル地名辞書基盤の構築にあたっ

て、まず前述の地名辞書(a)(b)(c)のデータベース
化を行った。筆者の関心はタイ国東北部にあるが、
地名辞書の地名一覧から該当する地名だけを抜
粋することはかえって煩雑であることから全地
名を対象とした。これらには経緯度も記載されて
いることから、各地名の名称、区分、経緯度、典
拠図について入力を進めた。ここでの区分とは、
地名の属性のことであり、村、町、駅、山、岬、
港などである。 
それぞれの地名辞書に掲載された地名をデー

タベースとして入力したのち、KML でデータを
出力した。KML ファイルを Google Earth 上に展
開することで地名の分布や位置精度について概
略的に考察を行った。 
経緯度は位置を表記する一般的な方法である

が、準拠する測地座標系は測量が精緻になるとと
もに変遷してきた[5]。従って経緯度の値だけでな
く測地座標系の情報を得ておくことが望ましい。
Official Standard Names Gazetteer は概ね出典が戦
後に発行された地形図に拠っているため、経緯度
の基準となる測地座標系は Indian Datum に相当
する。 
これより発行が古い大南洋地名辞典、Gazetteer 

to Maps of Thailand、および外邦図とその原図につ
いては基準となる測地座標系が明確ではない。現
在の全球の標準の測地座標系に変換する都合上、
これらについても測地座標系は Indian Datum で
あると仮定している。 
なお、ローカルな測地座標系である Indian 

Datum と Google Earth などで採用する世界測地系
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WGS-84 との差異は東西方向約 14
秒、南北方向約 5 秒、あるいは距離
にして約 450 メートルである。 

3.1 大南洋地名辞典 
大南洋地名辞典には、掲載された

3,047 地名のうち 2,900 地名に経緯度
が記載されている。経緯度の記載単
位は統一されておらず、1 秒、10 秒、
1 分のものが混在する。同書の前書き
で複数の典拠資料について述べてい
るものの、個々の地名とその経緯度
の典拠は明らかではない。経緯度の 1
秒は約 30メートルに相当するところ
であるが、ほぼ同時期の刊行である
Gazetteer to Maps of Thailand での最小
単位が 1 分であることから、記載単
位の有効性については別途検証する
必要がある。 
掲載地点の分布には地域による濃淡があり、バ

ンコク周辺や沿岸部には多く分布するが、内陸部
には掲載地名の分布が非常に疎である地域もあ
る。秋田県に相当する面積を占めるルーイ県には
掲載地点が一箇所もない。タイ全土の約 3 分の 1
の面積を占めるタイ国東北部から掲載された地
名数は約 6 分の 1 である。 

3.2 Gazetteer to Maps of Thailand 
Gazetteer to Maps of Thailand には別称として重

複する地点を除くと約 66,000 地名掲載されてい
る。うち区分として最も多いのが村落であり約
25,700 地点が掲載されている。次に多いのが沼の
約 11,300 地点であることは興味深い。経緯度の
記載精度には、1 分、5 分、10 分のものが混在す
るが、これは典拠とする地図の縮尺がそれぞれ 5
万分の 1、20 万分の 1、100 万分の 1 であること
に由来する。 
掲載地点の分布の濃淡は地域による差異より

も典拠とした地図の縮尺に由来するようであり、
当時入手可能であった地図から満遍なく地名を
収集したものと考えられる。 

3.3 Official Standard Names Gazetteer 
Official Standard Names Gazetteer には別称とし

て重複する地点を除くと約 24,000 地点が掲載さ
れている。区分として最も多いのが村落であり約
13,600 地点が掲載されている。次に多いのが河川
の約 3,800 件であり、Gazetteer to Maps of Thailand
で多く掲載されていた沼は約 800 地点にとどま
る。経緯度の記載単位は 1 分である。 
村落数の掲載地点は Gazetteer to Maps of 

Thailand の半分弱にとどまることや、沼の掲載数
が大幅に減っている。Official Standard Names 
Gazetteer の編集にあたっては既刊の Gazetteer to 
Maps of Thailand の再利用は行わずに新たに当時

入手可能な地図資料に基づいて地名を収集した
のであろう。掲載地点の分布にはやや不自然な濃
淡が見られる。第二次世界大戦以前の地図では位
置が相当に不正確な地域が多数あり、戦後の測量
成果を待って慎重に経緯度を定めていく必要が
あったことから地名の収集が後回しになったの
が理由であろうと考える。 

3.4 外邦図 
外邦図からの地名データの収集は、図面からの

手作業での読み取りで行った。その位置は図面上
の緯線経線からの換算で計算した。当面はタイ国
東北部に限って作業を進めており、現時点でタイ
全土の約 5 分の 1 に相当する領域から約 2,500 地
名を収集ずみである。 
前三点の地名辞書とは異なり地図からの収集

であることから、一般的には地図からの読み取り
精度の範囲内で精緻な位置情報を得ることが期
待できるのであるが、読み取った結果を前三点と
同様に Google Earth 上に展開した結果、さまざま
な課題が明らかになった。 
ひとつは記載位置の大幅な齟齬である。当時の

州庁所在地であるコーンケン近郊のシーターン
村は実際の所在地よりも西に約 19 キロメートル
離れた位置に記載されており、この村にとどまら
ず周辺の村もほぼ同様に大幅にずれた位置に記
載されている(図 1 の(A))。図 1 においてバルーン
が外邦図上での記載位置であり、ピンが実際のそ
の村の位置である。外邦図やその原図の縮尺が 20
万分の 1 であることから、図面上のずれは 10 セ
ンチメートル近い。図 1 にみるように、単に特定
の村だけでなく近隣の村落を含めて全体の位置
がずれている。 
これをさらに範囲をひろげてタイ国東北部全

体で比較すると一定の範囲の地名が総じてずれ
ている地域が多数あることが判明した。図 2 はタ
イ国東北部の外邦図での記載位置と実際の位置

図 1 外邦図における記載位置のずれ 
Figure 1 Discrepancy of location in Gaihozu 

(A)
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とのずれを、近隣の地名でグ
ループ化して平均値を求め、ず
れの距離と方向を示したもので
ある。黒丸が外邦図上での位置
で、黒丸から伸びる線がずれの
距離と方向を示す。当時の測量
技術が近代化途上にあって、数
少ない基準点から遠くはなれた
タイ国東北部では精緻な測量と
作図がまだ及ばず、概略図を越
えないものであったことを如実
に物語っている。 
データ化するにあたっての別

の問題点は、カタカナ表記され
た地名のデジタルデータとして
の再現性である。日本語ではな
い言語で書かれた地名をカタカ
ナ化したための苦心の結果であ
ろうが、通常の日本語では用い
ない小書きのカタカナが多数登
場する。 
例えば Gazetteer to Maps of 

Thailand でも多数収録されてい
る沼を「ノーング」として「グ」
を小書きにしている。「グ」の小
書きは Unicode 実装の原則に従
えば「ク」の小書きと濁点の合成
文字とすることでデータ上取り扱うことは可能
である。ただし現状では合成した結果を不自然で
はない組版で再現できるソフトウェアは一般的
ではない。 
「コヲーンケェン」や「ラーヲ村」などの表記

でしばしば用いられている小書きの「ヲ」は現在
の Unicode では未収録であるため、当面は大書き
の「ヲ」か小書きの「オ」で代用せざるを得ない。
この「コヲーンケェン」とは前述で位置の齟齬を
例示したコーンケンのことであり、コーンケンを
含む図葉のインデックス名にもなっている(図 3)
ことから、書誌情報としての正確性を確保する上
でも Unicode への収録を検討すべき課題である。

ほかに、外邦図から読み取った小書きの「マ」が
現時点で Unicode に未収録である。 

４．時空間情報への連携 
異なる時代の地名データセットを、位置を基準

にして連携することによって、地名履歴データ、
すなわち時空間を加えた地名情報データベース
を構築することができる。これはどの地名データ
セットも測地座標系が明らかでかつ隣接の同じ
属性の地名と峻別可能な充分な位置精度により
構成されていれば容易なことである。しかし、本
稿で取り扱う地名データセットは測地座標系の
確認が困難なものがあるだけでなく、位置精度も
近隣の異なる村を区別できるほどではない。それ
ばかりか、近代的な測量の成果ではなく概略図と
して記載されてきた地域が広範囲に含まれてい
る。従って、位置情報を信頼できるキーとして連
携することは困難である。 
時系列上に地名データセットを連携するもう

ひとつのキーが地名そのものである。まず、異な
るデータセット間での照合が容易な著名な地名
の連携から開始した。著名な地名とは、小縮尺の
地図でも掲載されている地名、あるいは、県庁所
在地などの地域を代表する地名である。 
前章で述べたデータセットはいずれも原語表

記ではなく翻字された表記であるため、地名とし
ての照合は読まなければ進まない。例えば著名な
地名のひとつであるコーンケンは以下のように

図 2 タイ国東北部の外邦図における記載位置のずれ 
Figure 2 Tendency of locational discrepancy in Northeast Thailand in Gaihozu

図 3 外邦図に使われている小書きカタカナの例 
Figure 3 Small katakana used in Gaihozu 
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表記されている。(a)から(d)は 2 章で述べた資料
に対応する。 
 Ban Khon Khen (a) 
 Moeang Khon Khen (a) 
 MUANG KHON KAEN (b) 
 Khon Khen (b) 
 KHON KAEN (c) 
 AMPHOE MUANG KHON KAEN (c) 
 AMPHOE PHRALAP (c) 
 AMPHOE PRALAP (c) 
 CHANGWAT KHON KAEN (c) 
 CHANGWAT MUANG KHON KAEN (c) 
 KAWN KEN (c) 
 KHOHN KEN (c) 
 KHON KAN (c) 
 KHON KHEN (c) 
 KHONKEAN (c) 
 KHONKHAEN (c) 
 KONKAHEN (c) 
 MUANG KAUN GEAN (c) 
 MUANG KHAUNKAEN (c) 
 MUANG KHON KAEN (c) 
 ムァンコヲーンケェン (d) (ヲは小書き) 
(c)の Official Standard Names Gazetteer には 2 章

で述べたように別称の記載が多く、特にコーンケ
ンのような著名な地名では顕著である。別称が多
数掲載されていることについて、当初は翻字の揺
れに由来してデータ入力上煩雑なだけと考えて

いた。しかし、単に翻字の揺れに留まらない真の
別称あるいは旧名と確認できる情報が含まれる
ことがあり、類似性が乏しい読みの地名を連携す
る際に活用できる場面が多かった。コーンケンの
例では Phralap が郡名の旧称として用いられてい
たことが確認できる。 
地名を手がかりにした連携に加えて必要なの

が所在地の経緯度である。位置情報を連携するた
めのキーとして用いることが難しいと前述した
ように、(a)から(d)それぞれのデータから得る経
緯度の情報は必ずしも同一の値ではない。例えば
コーンケンに関しての値はそれぞれ以下である。 
 北緯 16 度 28 分 東経 102 度 50 分 (a) 
 北緯 16 度 30 分 東経 102 度 50 分 (b) 
 北緯 16 度 26 分 東経 102 度 50 分 (c) 
 北緯 16 度 29 分 東経 102 度 39 分 (d) 
地名データを時空間情報として現在につなげ

るためには戦後の近代的な測量によって編纂さ
れた地図と連携しなければならない。そのために
用いたのが 2 章で述べた L708 シリーズ地形図と
L7017 シリーズ地形図である。例えばコーンケン
の郡役所の位置を L708 から読み取ると「北緯 16
度 25 分 44 秒 東経 102 度 50 分 17 秒」であり、
分単位に丸めれば(c)の値は信頼できることが確
認できる。(c)の Official Standard Names Gazetteer
は座標の典拠として L708 シリーズ地形図を用い
ているので当然の帰結ではあるが、他のデータ
セットに収録されていても(c)には収録されてい

ない地名もあることから、正
確な経緯度の値を得るため
には L708 または L7017 シ
リーズの地形図を参照する
必要がある。 
このような過程で地名

データセット間の連携を
行った後、著名な地名は周辺
の村落や沼などのより小さ
な単位の地名を照合するた
めのキーとなる。経緯度の値
を頼りにすることができな
いため、相対的な位置関係や
当時の主要な交通路であっ
た河川に沿った並び順を考
慮して照合を進めてきた。ま
た古い資料に記録された位
置精度を検証するために
L708 または L7017 の地形図
との照合も行ってきた。現在
複数のデータセットを連携
した地名履歴データは約
2,000 地点分である。 
現時点までの地名履歴

データ収集の成果は、ナレッ
ジ・シナジー株式会社内藤求
氏の協力のもとでトピック

図 4 地名履歴データの見出し例 
Figure 4 Index of digital gazetteer of Thailand 
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マップ形式のデータベースにもしている。図 4 は
地名インデックスの例であり、図 5 は構築した地
名履歴データを詳細に表示した例である。 

５．課題と展望 
本研究の大きな課題のひとつは、古い時代のア

ナログな地図から地名と位置を抽出してデジタ

ルデータとする過程であり、この作業に時間を要

することである。さらに、時系列上の関係を定め

るためには、単に地図から地名と位置を抽出する

だけでなく、別のデータセットとの照合が必要で

あるが、位置情報の精度が低いことや地名表記に

ゆれや変更があることから、情報処理として自動

化することは現時点では相当に困難である。 
一方、位置情報に頼った自動化が困難であるこ

との裏返しとして、20 世紀初頭のタイにおける

地図作成の精度を地域別に提示できるデータを

蓄積できる可能性がある。現在、外邦図あるいは

その原図となったタイ国地理局作成の地図上の

地名について、小地域に分けてその記載位置の計

量的な誤差や傾向を分析しつつある。 
また、古い地図ほど地域の伝統的な呼称を用い

た表現で地名が掲載されている。典型的な例は、

タイ国東北部の南部にあたるカンボジアとの国

境に近い地域に多数みられるクメール語系の地

名表現である。これらの地名は現代の地図におけ

る表記では、クメール語起源であることがわかり

にくくなっている。このことから、古い地名まで

連携した地名履歴データは地域の根源的な民族

多様性を現代に照射する手がかりとなる情報を

提供するものとなる。 
本研究への取り組みからは、Unicode 文字セッ

トに未収録の小書きカタカナが複数存在するこ

とが判明した。今後データの持続性と再現性に齟

齬が生じないような形でUnicodeに収録されるこ

とを待望する。 
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図 5 地名履歴データの詳細例 
Figure 5 Spatio-temporal data of place name 
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